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本資料の取り扱いについて

本資料は当社グループの事業及び業界動向についての当社グループ

による現在の予定、推定、見込み又は予想に基づいた将来の展望につい

ても言及しています。

これらの将来の展望に関する表明は様々なリスクや不確かさが伴って

います。既に知られたもしくはいまだ知られていないリスク、不確かさその

他の要因が、将来の展望に対する表明に含まれる事柄と異なる結果を引

き起こさないとも限りません。当社は将来の展望に対する表明、予想が正

しいと約束することはできず、結果は将来の展望と著しく異なるか、さらに

悪いこともありえます。

本資料における将来の展望に関する表明は、現在利用可能な情報に

基づいて、当社により現時点においてなされたものであり、将来の出来事

や状況を反映して将来の展望に関するいかなる表明の記載をも更新し、

変更するものではありません。
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グループ会社一覧

三洋堂書店 三洋堂プログレ

三洋堂ホールディングス

99％ 97.5％

書店事業
フィットネス事業

保険代理店事業
ビュッフェ事業



Ⅰ．２０２３年３月期 決算レビュー

（２０２２年４月~２０２３年３月）



主な経営指標の推移（連結）

6

22年3月期 23年3月期 前年差 前年比

売上高 １８,８５３ １７,７９８ △１,０５５ ９４.４％

営業利益 ５ △２５９ △２６４ －

経常利益 ３９ △２１７ △２５７ －

当期純利益 △２７５ △４９６ △２２１ －

純資産額 ３,０７９ ２,６０４ △４７４ ８４.６％

総資産額 １３,４５０ １２,９７９ △４７０ ９６.５％

自己資本比率 ２２.９％ ２０.１％ △２.８％ －

1株当たり純資産額（円） ４２２.７４ ３５７.６６ △６５.０８ ８４.６％

1株当たり純利益（円） △３７.８０ △６８.２１ △３０.４１ －

ROE △８.５％ △１７.５％ △９.０％ －

従業員数（人） １９９ １８５ △１４ ９３.０％

（単位：百万円、％）



連結損益計算書実績
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（単位：百万円、％）

ポイント
・売上高と売上総利益は、書店部門が厳しい状況となり、減収となりました。
・販売費及び一般管理費は、ビュッフェや駿河屋の開店、トレカ館の改装などにより、前年比１０１.
１％で60百万円の増加となりました。
・減損損失が２億６５百万円（前期は３億１２百万円）を計上したことから、当期純損失となりました。

22年3月期 23年3月期 前年差 前年比

売上高 １８,８５３ １７,７９８ △１,０５５ ９４.４％

売上総利益 ５,６３９ ５,４３５ △２０４ ９６.４％

販管費 ５,６３３ ５,６９４ ６０ １０１.１％

営業利益 ５ △２５９ △２６４ －

経常利益 ３９ △２１７ △２５７ －

当期純利益 △２７５ △４９６ △２２１ －
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売上高・経常利益・当期利益 推移
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連結貸借対照表実績
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（単位：百万円）

22年3月期 23年3月期 前年差

流動資産 ８,９４５ ８,７８９ △１５５

固定資産 ４,５０５ ４,１８９ △３１５

流動負債 ７,１５４ ７,００６ △１４８

固定負債 ３,２１５ ３,３６８ １５２

純資産 ３,０７９ ２,６０４ △４７４

総資産 １３,４５０ １２,９７９ △４７０

ポイント

・固定資産が３億１５百万円減少しました。主な要因は、減損損失の計上となります。

・流動負債が１億４８百万円減少しました。主な要因は、売上の減少に伴い、買掛金と電子記
録債務の合計額が６億２３百万円減少した一方で、短期借入金が４億円増加したためです。

・自己資本比率は、２２.９％から２０.１％となりました。



連結キャッシュ・フロー計算書実績
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（単位：百万円）

22年3月期 23年3月期 前年差

営業キャッシュ・フロー △９４９ △５１５ ４３４

投資キャッシュ・フロー △２９９ △１４６ １５３

財務キャッシュ・フロー ２１４ ５１８ ３０４

現金及び現金同等物残高 ２,８７１ ２,７２８ △１４２

ポイント

•営業キャッシュ・フローは、減価償却費が２億７１百万円及び減損損失が２億６５百万円であ
りましたが、一方で税金等調整前当期純損失が４億８７百万円、仕入債務の減少が６億２３百
万円、売上債権の増加が６６百万円あったため、資金の使用が小さくなりました。

•投資キャッシュ・フローは、有形固定資産の取得による支出が１億３２百万円と前期と比較し
１億２８百万円減少したことから、資金の使用が小さくなりました。

•財務キャッシュ・フローは、短期借入金の純増額４億円や長期借入れによる収入が６億円
あった一方で、長期借入金の返済が４億８１百万円あったことによるものです。



Ⅱ．２０２３年３月期 部門別業績レビュー
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2022年

4月
5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

2023年

1月
2月 3月 4月

既存店 90.9% 86.6% 87.8% 97.0% 95.8% 89.5% 94.3% 99.4% 97.9% 96.4% 95.2% 96.9% 98.6%

全国書店 91.8% 87.1% 86.3% 90.6% 93.4% 86.3% 91.9% 95.6% 92.4% 94.1% 93.7% 94.1% 93.5%

80%
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既存店売上高前年比 月次推移

※全国書店の数値は、日本出版販売㈱調べ



商品部門別売上高

22年3月期 23年3月期 前年差 前年比

書店部門 １２,３４１ １０,９９１ △１,３５０ ８９.１％
レンタル部門 １,４９３ １,２８６ △２０７ ８６.１％
文具・雑貨・食品部門 １,８７５ １,７３７ △１３７ ９２.６％
セルＡＶ部門 ９２４ ７８９ △１３４ ８５.５％
ＴＶゲーム部門 ９５６ １,５７２ ６１６ １６４.５%
古本部門 ７０３ ６５０ △５３ ９２.４％
新規事業部門 ２８１ ４８０ １９８ １７０.５%
その他 ２７７ ２８９ １２ １０４.３%
合計 １８,８５３ １７,７９８ △１,０５５ ９４.４%

13

（単位：百万円、％）

※その他は、サービス販売部門およびその他になります。



商品部門別売上総利益高

22年3月期 23年3月期 前年差 前年比

書店部門 ３,０１４ ２,６８５ △３２８ ８９.１％
レンタル部門 ８３６ ７３２ △１０３ ８７.６％
文具・雑貨・食品部門 ６０２ ５５８ △４４ ９２.７％
セルＡＶ部門 １７６ １８２ ６ １０３.５％
ＴＶゲーム部門 １９９ ３７８ １７９ １８９.９％
古本部門 ３９６ ３６４ △３１ ９２.１％
新規事業部門 ２００ ３０７ １０７ １５３.５％
その他 ２１３ ２２３ １０ １０５.０％
合計 ５,６３９ ５,４３５ △２０４ ９６.４％
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（単位：百万円、％）

※その他は、サービス販売部門及びその他になります。
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（１）書店部門
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百万円

・前期のコミックの大ヒットの反
動もあり、厳しい状況で推移

・売上前年比
全店：89.0％、既存店：89.5％

店
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（２）文具・雑貨・食品部門
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・新学期から厳しい状況が継続

・プラモデル導入など、玩具の売
上は伸長している

・売上前年比
全店：92.6％ 既存店：94.6％



17

（３）レンタル部門
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・継続的なマーケットの縮小と、
動画配信との競争が継続し、厳し
い状況が続く

・トレカ館の導入や売場転貸などに
より、レンタル売場の撤退や縮小
を実施

・レンタル商品の中古販売を進め
利益を確保

・売上前年比
全店：86.1％、既存店：86.6％
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（４）ＴＶゲーム部門
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百万円 店

・中古トレカの買取と販売を行う
トレカ館を9店舗で導入し、
合計で16店舗となった

・トレカの人気で、ＴＶゲーム部門
の売上は大幅にUP

・売上前年比
全店：164.5％、既存店163.8％
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（５）セルＡＶ部門
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百万円 店

・音楽配信や動画配信の影響など、
厳しい状況が続く

・新作の発売不足が影響

・昨年6月に「鬼滅の刃」のDVDが
発売され、その反動の影響あり

・売上前年比
全店：85.5％、既存店：85.2％



20

（６）古本部門
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・書店部門が厳しいことから、古
本部門も同様のトレンドに

・シリーズをセット販売する「大人買
い」を全店で推進

・キャッシュレス買取も実施中

・売上前年比
全店：92.4％、既存店91.9％
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（７）新規事業部門
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・ビュッフェと駿河屋をスタート

内訳
ﾌｨｯﾄﾈｽ （９店）

教室 （３校）
ﾗﾝﾄﾞﾘｰ （１店）
カフェ （１店）
ﾋﾞｭｯﾌｪ （２店）
駿河屋 （１店）

・売上前年比
全店：170.5％



書店

61.8%

レンタル

7.2%

文具・雑貨

・食品
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TVゲーム
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3.7%
新規・その他

4.3%

商品部門別売上高構成比（占有率）
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２０２２年３月期 ２０２３年３月期
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文具・雑貨

・食品

10.0%

セルＡＶ

4.9%

TVゲー
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新規・その他

2.9%



Ⅲ．２０２３年３月期
今期の取り組み



Ⅲ-1．開店と改装
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２０２３年３月期 出退店実績

２０２３年

３月期
期首 出店 閉店

店舗数
７６店

３校
2店 3店

延床面積
36,925坪
（486坪）

621坪
（310坪）

1,076坪
（358坪）

売場面積
31,387坪
（413坪）

621坪
（310坪）

971坪
（323坪）

期末

７５店

3校
36,470坪
（486坪）

30,640坪
（409坪）

※上記の出店・閉店以外に、数店舗で改装や転貸により、売場面積の変更を行っておりま
す。

※（ ）内の数値は、１店舗当たりの平均値となります。



２０２３年３月期 出退店実績

店名 開店年月 所在地 立地 延べ床面積

ワールドビュッフェ
イオンタウン各務原鵜沼店

2022年9月 岐阜県各務原市 N・S・C型 303坪

ワールドビュッフェ
パリオシティ福井店

2022年10月 福井県福井市 S・C型 318坪

店名 閉店年月 所在地 立地 延べ床面積

市原牛久店 2022年9月 千葉県市原市 N・S・C型 551坪

上前津店 2023年1月 名古屋市中区 ロードサイド型 155坪

南濃店 2023年3月 岐阜県海津市 ロードサイド型 370坪
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 出店・増床実績

 退店実績

※上前津店は、賃貸物件となりました。



地域別店舗数

岐阜県, 

27

愛知県, 

25

三重県, 8

奈良県, 5

滋賀県, 5

福井県, 2
その他, 3

店舗数

岐阜県 ２７店舗

愛知県 ２５店舗

三重県 ８店舗

奈良県 ５店舗

滋賀県 ５店舗

福井県 ２店舗

千葉県 １店舗

茨城県 １店舗

長野県 １店舗

合計 ７５店舗

27

２０２３年３月末現在
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神戸クック・ワールドビュッフェ
イオンタウン各務原鵜沼店

•住所：岐阜県各務原市鵜沼西町3-309
イオンタウン各務原鵜沼ＳＣ内

•開店日：2022年９月９日（金）11：00
•延床面積：302.5坪
•座席数：310席（個室2室）

•営業時間：①ランチ ：11時00分～15時30分
②ディナー：17時30分～21時30分

•駐車台数：737台（共用）





神戸クック・ワールドビュッフェ

• 「業務スーパー」を展開する「神戸物産」が運営する
「ビュッフェ」タイプのレストランチェーン

https://www.kobecook-wb.jp/

https://www.kobecook-wb.jp/


LUNCH DINNER

平 日 土日祝 平 日 土日祝

営業時間
（L.O.=ラストオーダー）

ラ ン チ（毎日） 11：00～15：30（入店14：30まで）（L.O.15：00）
ディナー（平日） 17：30～21：30（入店20：30まで）（L.O.21：00）
ディナー（土日祝） 17：00～21：30（入店20：30まで）（L.O.21：00）

大 人 ¥1,180
（税込 ¥1,298）

¥1,580
（税込 ¥1,738）

¥1,280
（税込 ¥1,408）

¥1,580
（税込 ¥1,738）

小学生 ¥800
（税込 ¥880）

¥1,000
（税込 ¥1,100）

¥800
（税込 ¥880）

¥1,000
（税込 ¥1,100）

キッズ
(3歳以上～小学生未満)

¥500
（税込 ¥550）

¥600
（税込 ¥660）

¥500
（税込 ¥550）

¥600
（税込 ¥660）

3歳未満 無料
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神戸クック・ワールドビュッフェ
パリオシティ福井店

• 住所：福井県福井市松城町12-7
パリオシティ ３Ｆ

• 開店日：2022 年 10 月 28 日（金）

• 営業時間 昼の部 11:00～15:30
平日 夜の部 17:30～21:30
土日祝夜の部 17:00～21:30

• 客 席 数：282席
• 延床面積：３１８.６坪
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駿河屋江南店

•2022年12月2日（金）リニューアルオープン

•駿河屋売場面積：148.5坪
•取扱：本・文具・ふるほん

セルAV・ゲーム

駿河屋

•営業時間：9時～23時（三洋堂書店江南店）

•駿河屋【平日 13時～21時】

【土日祝 9時～21時】



外観画像



デュエルカウンター画像

アウトレット



デュエルカウンター画像

雑貨



デュエルカウンター画像

トレカ



デュエルカウンター画像

TVゲーム



デュエルカウンター画像

アイドル系



デュエルカウンター画像

映像系



デュエルカウンター画像

プラモ



デュエルカウンター画像

フィギュア



デュエルカウンター画像

趣味書



デュエルカウンター画像

PCゲーム



スタッフ集合画像

買取カウンター



新規事業導入の歩み
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導入年月 事 業 名 店 舗 名

２００８年10月 ふるほん導入 乙川店

２０１５年10月 教育事業参入 志段味店

２０１６年11月 セルフカフェ導入 芥見店

２０１７年11月 フィットネス導入 志段味店

２０２０年９月 トレカ館導入 新開橋店

２０２２年９月 ﾋﾞｭｯﾌｪ事業参入 各務原鵜沼店

２０２２年12月 駿河屋導入 江南店
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名張店トレカ館導入改装

•2022年11月26日（土）リニューアルオープン

•トレカ館売場面積：51.6坪で導入

•取扱：本・文具・ふるほん

レンタル・セルAV・ゲーム

トレカ（デュエルスペース【108席】）

•営業時間：9時～23時
• トレカ館【平日 1３時～21時】

【土日祝 10時～21時】



トレカ館正面画像
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梅坪店トレカ館導入改装

•2022年12月17日（土）リニューアルオープン

•トレカ館売場面積：43.9坪で導入

•取扱：本・文具

レンタル・セルAV
トレカ（デュエルスペース【96席】）

•営業時間：8時～23時
• トレカ館【平日 1３時～21時】

【土日祝 10時～21時】



トレカ館売場画像(正面側から)
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生桑店トレカ館導入改装

•2023年1月28日（土）リニューアルオープン

•トレカ館売場面積：51.8坪で導入

•取扱：本・文具・ふるほん

レンタル・セルAV・ゲーム

トレカ（デュエルスペース【120席】）

•営業時間：9時～23時
• トレカ館【平日 1３時～21時】

【土日祝 10時～21時】



外観画像
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城山店トレカ館導入改装

•2023年2月25日（土）リニューアルオープン

•トレカ館売場面積：54.5坪で導入

•取扱：本・文具・ふるほん

レンタル・セルAV・ゲーム

トレカ（デュエルスペース【108席】）

•営業時間：9時半～23時
• トレカ館【平日 1３時～21時】

【土日祝 10時～21時】



外観画像
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桜井店トレカ館導入改装

•2023年3月25日（土）リニューアルオープン

•トレカ館売場面積：46.9坪で導入

•取扱：本・文具・ふるほん

レンタル・セルAV・ゲーム

トレカ（デュエルスペース【108席】）

•営業時間：9時～23時
• トレカ館【平日 1３時～21時】

【土日祝 10時～21時】



トレカ館売場画像(反対側から)



2023年3月期のトレカ館導入

店舗名 開店日 トレカコーナー
面積

デュエルスペース
席数（最大）

1 乙川店 2022年6月11日 51.1坪 １２０席

2 清洲店 2022年7月23日 52.4坪 １０８席

3 新関店 2022年9月3日 48.5坪 ９６席

4 各務原店 2022年10月15日 67.7坪 １２０席

5 名張店 2022年11月26日 51.6坪 １０８席

6 梅坪店 2022年12月27日 43.9坪 ９６席

7 生桑店 2023年1月28日 51.8坪 １２０席

8 城山店 2023年2月25日 54.5坪 １０８席

9 桜井店 2023年3月25日 46.9坪 １０８席

61・2023年3月期は、９店舗に導入し、累計で16店舗になりました。



Ⅲ-2.スマート化への取り組み



既存店をスマ本屋へ転換

• 既存店のスマート化を６１店舗で実施

• 「スマ本屋」は、合計で７０店舗となる
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スマ受取BOX画
像



在庫検索と取り置きを全店で開始

・９月から数店舗で実験を開始し、１１月に全店でスタート

65



2022年11月8日から開始
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Ⅲ-３．Web機能強化



2022年度 取り組み

4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

LINE会員連携店頭在庫照会とスマ取置

11/1 3/16

導
入

サイト注文限定
ポイント付与機能追加

8/23

68



店頭在庫照会とスマ取置機能導入

「スマ取置」ができるのは三洋堂サイト会員のみ

11月
実装

69



LINE会員連携
LINEから簡単に会員証を表示してより便利に

その場でLINE連携するお客様が多く、「すごい！便利！！」との声多数

3月
実装

70



Ⅲ-4.収益力強化の取り組み



（１）返品率の推移

• 以前の返品率は45％程度であったが、取り組みを開
始して以来、35％を切る率にまで改善している。

72



（２）売場の転貸を実施

• こくふ店 Ｓｅｒｉａ導入
2022年11月25日（金）リニューアルオープン
Seria売場面積：205.0坪を転貸

• 多治見南店 ワッツ導入
2023年3月1日（水）リニューアルオープン
ワッツ売場面積：178.4坪を転貸

73



こくふ店Seria導入改装

外観画像



トレカ館正面画像



多治見南店ワッツ導入改装

外観画像



トレカ館売場画像(反対側から)



Ⅳ．２０２４年３月期

今後の取り組み



Ⅳ-１．トレカ館導入
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垂井店トレカ館導入改装

•2023年5月13日（土）リニューアルオープン

•トレカ館売場面積：43.9坪で導入

•取扱：本・文具・ふるほん

レンタル・セルAV・ゲーム

トレカ（デュエルスペース【108席】）

•営業時間：9時～23時
• トレカ館【平日 1３時～21時】

【土日祝 10時～21時】



店舗外観



トレカ館売場画像(正面側から)
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トレカ館の導入を推進

152
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21/3期 22/3期 23/3期 24/3期

トレカ売上高 トレカ館店舗数

百万円 店

・当期はトレカ館を9店舗で導入し、
合計で16店舗となった

・トレカ館以外でも、新品トレカの
販売は従来から各店で実施して
おります

・2023年度も、前年度並みの８店
舗をオープンする予定
（期末には合計24店舗へ）

※中古トレカの買取・販売を開始
し、デュエルスペースを備えた
店舗を、トレカ館としています



Ⅳ-２．駿河屋導入



駿河屋の２号店を開店予定

• 「駿河屋江南店」に続く、２号店を２０２３年６月にオープン予定

• ゲーム、フィギュア、プラモデル、トレカ、アニメ雑貨、ファンシー
雑貨などのアイテムがずらりと並ぶ200坪の中古ホビー売場

• 三重初出店！プラモ・フィギュアが地域最大級！！

• ２０２３年度は、更にもう１店舗導入する予定
85



Ⅳ-３．Web機能強化



2023年度 計画
4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

導
入

宅配・決済

CD・DVD

ホビー 独自商材

オリジナル特典
付商品

セキュリティ担保
ソフトウェアバージョンアップ

87

Web機能強化の取り組み



Web機能強化の取り組み

オリジナル特典付

CD・DVD

トレカ

サイトで
取扱商材拡大 来年

3月
予定

サイトで
決済・宅配受注

12月
予定
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Ⅴ．２０２４年３月期 業績予想

（2023年4月~2024年3月）
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２０２４年３月期 連結業績予想

計画 23年3月 前年差 前年比

売上高 １７,８００ １７,７９８ １ １００.０％

売上総利益 ５,５６０ ５,４３５ １２４ １０２.３％

営業利益 ５０ △２５９ ３０９ －

経常利益 ８０ △２１７ ２９７ －

当期純利益 △３０ △４９６ ４６６ －

（単位：百万円、％）

・引き続き新規店の他、駿河屋などの新規事業やトレカ館への積
極的な投資を継続する予定です。
・主力の書店部門の売上が厳しく推移すると見込まれる。
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設備投資の内訳

22年3月 23年3月 24年3月計画 増減

新規出店による投資 ６７ ２２ ４７ ２５

情報システム投資 ４０ ３２ ６８ ３６

改装等 ４１ ７３ ３８ △３５

新規事業投資 １５ １６ ５５ ３９

その他 ５７ ８ ９５ ８７

設備投資計 ２２０ １５４ ３０３ １４９

減価償却費 ３４１ ２７１ ２２７ △４４

（単位：百万円）

•2023年3月期は、ワールドビュッフェを2店舗で開店した他、駿河屋やトレカ館の導入改装などの投資を
実施いたしました。

•2024年3月期は、新店の投資や駿河屋の他、トレカ館の導入改装の継続を予定しております。また、
Webサイトやその他システムへの投資を実施する予定です。
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設備投資 推移

19/3期 20/3期 21/3期 22/3期 23/3期 24/3期（予定）

その他 47 41 48 57 8 95

情報システム 68 122 182 39 32 68

新規出店 181 100 6 67 22 47

改装等 208 35 53 41 73 38

新規事業 367 63 19 15 16 55

303310
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220 154
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（単位：百万円）



2024年３月期 投資のまとめ

• 設備投資総額 ３億３百万円（予定）

• 駿河屋などの新規事業への投資

• Webサイトへの追加投資を継続し、Webマー
ケティングを推進

• トレカ館の導入改装や、プラモデル売場の導
入改装を予定

※上記は、保証金や経費などを除外した設備投資金額
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出退店推移

2018年
3月期

2019年
3月期

2020年
3月期

2021年
3月期

2022年
3月期

２０２３年

３月期

２０２４年

３月期

見込み

出店
1店
2校

２店 １店 １店 ３店 ２店 ４店

閉店 1店 ５店 ４店 ４店 １店 ３店 ４店

期末

店舗数

８３店

６校

８０店

４校

７７店

３校

７４店

３校

７６店

３校

７５店

３校

７５店

３校

１店舗
当たり

売場面積
４１１坪 ４１２坪 41７坪 419坪 413坪 409坪 －

※期末店舗数のうち、校数は実際の教室数を表します。また、ワールドビュッフェの店舗数
も含みます。
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株主優待の変更について①

★三洋堂グループの株主優待

■特典その１

図書カードの進呈 （１年以上継続保有の株主様が対象）

割当基準日 保有株式数 優待図書カード

3月31日

100株以上200株未満 1,000円×年１回

200株以上500株未満 2,000円×年１回

500株以上1000株未満 3,000円×年１回

1000株以上 4,000円×年１回

割当基準日 保有株式数 優待図書カード

9月30日および3月31日
100株以上200株未満 1,000円×年２回

200株以上 2,000円×年２回

変
更
前

変
更
後

2023年3月31日から変更
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株主優待の変更について②

★三洋堂グループの株主優待

■特典その２

株主様優待カードを進呈

（三洋堂書店でのレンタル割引と販売割引がご利用できます）

変更前 変更後

割当基準日 9月30日 ３月３１日

発 送 月 １２月中旬 ６月上旬

※株主様優待カードの配布基準と割引率に変更はございません

2023年3月31日から変更



これから三洋堂書店が目指すもの
（2008.05.28）
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ブロードバンド時代でも
顧客に必要とされる三洋堂書店

１．収益を映像・音楽コンテンツに依存しなくても
成立する三洋堂書店

２．カスタマー ソリューション ビジネスで
顧客の手間や煩わしさを解消する三洋堂書店

３．顧客に独自の「お値打ち」「御利益」「利便性」を
提供する三洋堂書店



会社概要
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１．商 号： 株式会社三洋堂ホールディングス
２．所在地： 名古屋市瑞穂区新開町18番22号
３．代表者： 代表取締役社長 加藤 和裕
４．事業内容： 書籍・雑誌、文具・雑貨、映像ソフト、音楽ソフト、ゲームソフト

の販売、レンタル（映像、音楽、コミック）、古本・中古ゲームソフトの買取り
販売、トレカの買取り販売、中古ホビーの買取り販売、教育事業、保険代理
業、フィットネス事業、ビュッフェ事業

５．資本金： １００百万円（２０２３年３月末現在）
６．設 立： １９７８年１２月（創立：１９５９年３月）
７．事業年度末：３月３１日
８．店舗数： ７５店舗（２０２３年４月末現在）
９．上 場： 東京証券取引所 （スタンダード）（証券コード３０５８）
10．三洋堂ホールディングス： https://ir.sanyodo.co.jp/
11．三洋堂書店（連結子会社）： https://www.sanyodo.co.jp/
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